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コーン貫入試験と人工知能技術を活用した土質定数推定手法に関する
研究

Prediction Method of Soil Constant by Using Cone Penetration Test and 
Artificial Intelligence Technology

秋本 哲平 1), 江守 辰哉 1), 片山 遥平 1), 上野 一彦 1), 熊谷 隆宏 1)

Teppei Akimoto 1), Tatsuya Emori 1), Youhei Katayama 1), Kazuhiko Ueno 1) and Takahiro Kumagai 1)

要  旨
　海底地盤の N 値や土質定数を取得するための調査では、
自己昇降式作業台船（SEP 船）等を必要とし、気象海象
の影響を強く受けることから、コーン貫入試験のような
簡便かつ短期間で実施可能な調査方法が求められている。
コーン貫入試験は、経験的に得られた換算式による土質
定数の推定が可能であるものの、土質や場所によって換
算式の選定や換算式に用いるパラメータの微調整が必要
となる。本研究では土質定数（N 値，Fc）の推定精度を
高める手法として、人工知能技術（AI）の活用による推
定手法の適用性を検討した。検討結果から、AI を用いる
ことで推定精度の向上を見込めることが示唆されたもの
の、AI で推定する際は、推定する地点における数点のコー
ン貫入試験結果を取得し、事前に学習する必要があるこ
とがわかった。

図 -2　ディープニューラルネットワークの概念

図 -9　AI 法での推定 N 値と推定 Fc の
深度分布（ケース 4）

図 -10　AI 法による N 値の推定結果（ケース 4）

目
　次

ご
あ
い
さ
つ

特
　集

論
文
抄
録

論
文
実
績
一
覧

19論文抄録

No.2

要  旨

1）土木部門　土木本部　土木技術部
2）元山口大学大学院　創成科学研究科
3）山口大学大学院　創成科学研究科

＊土木学会論文集 F1( トンネル工学 ), Vol.77, No.2, 2021,
 土木学会 , pp.I_19-I_28

図 -2　本研究で使用したカラーフィルター 7) 一部加筆

図 -9　B 供試体の撮影画像と解析画像写真 -1　カラーフィルターを装着したカメラの概要

カラーフィルター撮影画像を用いたトンネル覆工コンクリートの
表面気泡の検出

Detection of Bugholes of Tunnel Lining Concrete by Using the Image with 
Color Filters

岡本 健太 1), 黄 華濤 2), 大森 禎敏 1), 吉武 勇 3)

Kenta Okamoto 1), Huatao Huang 2), Sadatoshi Ohmori 1) and Isamu Yoshitake 3)

　コンクリート構造物の表面品質は緻密性の評価法で表
面透気試験等があるが、 見栄えについては点検員による目
視評価のため、 評価結果は点検員の経験や知識技術などに
依存することから、 定性的な評価に留まっていた。 本研究
では、 コンクリート表面品質の一評価対象となる表面気泡
を定量評価するため、 適切な検出方法について検討した。
特に、 ストロボにカラーフィルターを取り付けた撮影画像

の RGB 値に変化を与え、 表面気泡の検出効果を調べた。 表
面気泡面積の異なる 2 つの供試体を用いた室内実験と建
設中のトンネル工事現場での撮影実験で得た画像を用い
て解析した結果、 ある種のカラーフィルターを用いること
で気泡検出率が向上するとともに、 明度が一定の場合には
色相と彩度を調整することで表面気泡の検出率を向上で
きる可能性があることがわかった。
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